
　　　　

※ご参加の際は6/15（金）までに右記QRコード（ryukyu-nyusen@miyara.jp）まで

　　　　  　　　施設名・お名前（代表者名）・参加人数のご連絡をお願いいたします。

 講 演 19：00～20：30 ※講演・質疑応答含む   

日時：平成30年6月23日（土）19：00～20：30 

場所：沖縄県医師会館 

第 3 回 宮良クリニック主催勉強会   

講演概要 

J-STARTの結果も出て、乳房超音波検診が今後始まる可能性が高まってきています。 

またすでに人間ドックなどでは乳房超音波検診は行われているのが現状です。 

しかしながら、現状では超音波検診のやり方、用語、要精査基準などが全国の検診施設で 

統一されておらず、住んでいる地域によって「要精査」であったり「異常なし」で 

あったりとばらつきがあることも多く、それは受診者の不利益にもつながっています。 

日本乳がん検診精度管理中央機構では全国の乳房超音波検診の精度を一定化するための 

講習会を開催しております。 

今回は講習会での内容、ガイドラインの解説、学ぶべきポイントなどを講習会講師として 

活動している医師より解説いたします。 

これから講習会を受講しようと思っている医師、技師の皆様、また診療をしている医師にも 

役立つ知識をお教えしたいと思います。 

乳腺外科医だけでなく、技師、検診医師など多くの方の参加をお待ちしております。 

『日常診療にも役立

〒901-1105 沖縄県島尻郡218-9 TEL:098-888-0087 

 乳房超音波の基礎知識 
 ～講習会受講前に知っておくこと～』 
演者：公益財団法人 東京都予防医学協会 健康支援センター 

   がん検診診断部 乳腺科   坂 佳奈子 先生 

座長：医療法人月桃会宮良クリニック 理事長 宮良 球一郎先生               


